
＜プログラム＞

14:00 開会挨拶/九州経済産業局

14:05 「日ASEAN友好協力50周年を機とした日ASEANの経済共創に向けた取組」

経済産業省 通商政策局 アジア大洋州課

課長補佐 加畑 晶規

14:35 「蔵入りみかんを世界へ！～ベトナム市場へゼロからの挑戦～」

㈱石橋果樹園 代表取締役 石橋健一氏

佐賀県 産業労働部 流通・貿易課 西岡 貴弘 氏

14:55 「インドネシア・スラバヤ市への廃棄物処理事業の展開」

㈱西原商事ホールディングス 経営企画部長 成田 詩歩 氏

15:15 質疑応答

15:30 「ASEAN展開にも活用できる！中小機構の海外展開メニューのご紹介」

中小企業基盤整備機構九州本部 支援推進課 日比野 友美 氏

15:45  「JICA施策を活用してASEANに挑戦する九州企業」

国際協力機構（JICA）九州センター 馬道 彩 氏

16:00 「WIPO GREENの概要とWIPO日本事務所の役割」

世界知的所有権機関（WIPO）日本事務所

参事官 廣田 健介 氏

16:15 「九州経済産業局におけるASEAN関連事業のご紹介」

～日ASEAN友好協力50周年に向けて～

『 ASEANビジネスセミナー 』
～九州企業によるASEAN展開事例等をご紹介いたします！～

主催：九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、（一社）九州経済連合会、九州知的財産活用推進協議会

共催：（独）国際協力機構（JICA）九州センター、（独）中小企業基盤整備機構九州本部、世界知的所有権機関（WIPO）日本事務所

▶日時：2023年1月27日（金）14:00～16:30

▶形式：オンライン開催（Microsoft Teams）

2023年に日本ASEAN友好協力５０周年を迎えます。これまで、日本とASEANの関係は目
覚ましい発展を遂げてきましたが、今後はより一層強固なパートナーシップの構築が期待されます。
本セミナーでは、ASEAN経済の現状や今後の展望をはじめ、ASEAN市場に展開されている
九州企業から“ASEANビジネスのリアル”についてご紹介いただくとともに、海外展開や知財活用
に関する施策紹介を行います。
初心者向けの内容ですので、ASEANに少しでも関心のある企業、公的機関、支援機関、金
融機関等の皆様におかれては、是非ご参加ください。

▶定員：先着100名

▶参加費：無料



～ASEANに“挑戦”する九州企業～【佐賀県佐賀市】

▶登壇企業・支援機関の御紹介

●申込方法：以下のURL又はQRコードより参加登録をお願いします。
※https://www.seiken-hiroshima.co.jp/entry/asean/

※申込後、当日セミナーを視聴するためのURL等をメールで連絡します。
●締切：2023年1月25日（水）

○提供いただいた個人情報は、事務局（九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、一般社団法人 九州経済連合会、株式会社成研（本事業に係る請負事業者) ）及び講師が、
本事業（ASEANビジネスセミナー）の運営及び本事業の事後のアンケートにおいてのみ使用し、事務局においてその保護について万全を期すとともに、ご本人の同意なしに事務局及び講師以
外の第三者に開示、提供することはございません。
○オンライン形式（Microsoft Teams）では、入室時に設定した名称が画面に表示されます。個人情報保護の観点から、「ASEANビジネスセミナー」当日は公表可能な名称（例：企業
（団体））を設定してください（参加URLを御案内する際にも改めて御案内いたします）。
※本セミナーは「令和４年度中小企業等の海外展開における知的財産戦略支援事業」により実施します。

●問合せ：
（セミナーの内容について）

九州経済産業局 国際部 国際課

担当：佐藤、前田 ☎：092-482-5423

（当日の参加方法について）

㈱成研【業務請負先】 担当：奥村、櫃本

☎：082-533-7027📨：support@seiken-hiroshima.co.jp

国際協力機構（JICA）九州センター
企業連携課 馬道 彩 氏

JICAは、日本の政府開発援助（ODA）を
一元的に行う機関として、開発途上国への国
際協力を行っています。今回は、JICAで実施
している民間連携事業等による企業の
ASEAN進出事例をご紹介いたします。

～ASEANで“躍動”する九州企業～【福岡県北九州市】

㈱石橋果樹園 代表取締役 石橋健一氏
/佐賀県庁 産業労働部 流通・貿易課 西岡 貴弘氏

㈱西原商事ホールディングス
経営企画部長 成田 詩歩氏

▶お申し込み

初代庄太郎社長から５代目健一社長にわたり、100年受け継がれた果樹園。
大和地区伝統の貯蔵みかんを長年製造するとともに、近年はドライフルーツ等の
加工品製造を開始するなど、多品目化や観光農園化への取組に注力。
また、昨年にベトナムが日本産みかんの輸入を解禁したことを受け、海外展開に
チャレンジすることを決意。佐賀県庁や中小機構のサポートを受けながら、ベトナ
ム展開に向けた取組を推進中。

世界知的所有権機関（WIPO）
日本事務所 参事官 廣田 健介 氏

WIPOは、国際的な知的財産権（IP）制度
の発展を担当する国連の専門機関です。今
回は、WIPOで実施している知的財産の利活
用促進のための各種取組をご紹介いたします。

中小企業基盤整備機構九州本部
支援推進課 日比野 友美 氏

中小機構では、海外展開を目指す中小企業
の皆様を対象に、初期の計画段階から進出後
のフォローアップまで、幅広いメニューをご用意し
ています。今回は、ASEAN展開にも活用可能
な支援メニューを皆様にご紹介いたします。

創業50周年を迎える北九州市の廃棄物処理事業者。廃棄物処理を”魅せる”を
コンセプトに掲げ、AIロボットを活用した次世代型廃棄物処理システムの構築や北
九州エコタウン構想に基づく再生可能エネルギー活用等に取り組んでいる。
また、同業界ではイチ早く海外進出を検討し、都市系廃棄物が社会問題となって
いるインドネシア・スラバヤ市に廃棄物分別処理施設を展開。北九州市やJICA等
のバックアップのもと、都市環境の改善は元より、スカベンジャーの雇用創出等、社
会面でも大きなインパクトを与えている。


